
議案第１号 

 

東広島市地域公共交通利便増進実施計画（旧再編実施計画）の 

一部変更について 

 

令和３年２月１２日提出 

東広島市地域公共交通会議    

会 長  塚 井  誠 人   

 

１ 提案理由 

 平成３０年７月豪雨災害の影響による交通結節点整備の遅れ等に伴い、路線再編

の時期を変更することの承認を求めるものです。 

 

 

２ 提案内容 

 （１）主な変更点 

  ① 事業期間の伸長 

・平成３０年７月豪雨災害の影響により、本市全体のハード事業や地元調整

について、災害復旧を最優先としたことによる影響を踏まえた実現可能な

事業期間の伸長を実施する。 

 

   ② 安芸津地区の実施内容の一部変更 

・平成２９年度認定計画において、安芸津西条線の系統分割を予定していた

が、系統分割により利便性を損なう恐れがあるため改めることとする。 

・竹原―安芸津駅を結ぶ系統について、利用者の実態等から新たに再編する

こととし、路線廃止地域においては地域公共交通「海風バス」の運行拡充

を図る。 

 

 

３ 新旧対照 

  別紙１「施行規則第 36 条の 17 に基づく事項」のとおり 

 

 

４ 東広島市地域公共交通利便増進事業 改正最終案 

  別紙２「東広島市地域公共交通利便増進実施計画（案）」のとおり 

 

 

５ 今後のスケジュール 

 令和３年２月中旬 東広島市地域公共交通会議において改正案について審議 

 令和３年２月下旬 交通事業者の承認 

 令和３年３月下旬 東広島市地域公共交通利便増進事業の改正 



別紙 

施行規則第 36 条の 17に基づく事項 

 



 

 

 

 

 

東広島市地域公共交通利便増進実施計画 

【国土交通大臣認定申請版（H29～R７年度）】 

 

 

 

 

 

 

平成 29年６月 

（令和３年３月一部改正） 

東広島市 
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第１章 国土交通大臣認定申請までの流れ 

年次 関連上位計画 交通分野の計画 

Ｈ23年度 

 
 
 
 
 
 
 

 

Ｈ24年度 
～ 

Ｈ25年度 

 
 
 
 
 
 
 

 

Ｈ25年度 
～ 

H26年度 

 
 
 
 
 

 

Ｈ27年度 

～ 

Ｈ28年度 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｈ29年度 

～ 

R7年度 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

計画名称の略称の一覧 

略称 正式名称 

地域公共交通利便増進実施計画 東広島市地域公共交通利便増進実施計画（本計画） 

地域公共交通計画 東広島市地域公共交通計画（旧東広島市地域公共交通網形成計画） 

総合交通戦略 東広島市総合交通戦略（地域公共交通計画に統合（R2）） 

都市交通マスタープラン 東広島市都市交通マスタープラン 

都市計画マスタープラン 第２次東広島市都市計画マスタープラン 

 

▲国土交通大臣認定申請に向けた流れ 

第２次都市計画マスタープラン 

【Ｈ23～R2】 

（Ｈ23.5 策定） 
都市交通 

現況調査 

都市及び交通の課題整理 

ＰＴ調査の実施 

関連アンケート調査の実施 

都市計画マスタープランの 

見直しに反映 

将
来
交
通
網
の
需
要
予
測 

都市交通 
マスタープラン 
の策定 

【20 年間】 

将来都市像の設定 

将来需要の予測 

将来交通ネットワークの検討 

地域公共交通計画 

（総合交通戦略）R2一部改正 

 
前期：H27～R7 

後期：R8～R12 

地域公共交通利便増進実施計画 

段階的にバス路線（生活路線）利便増進事業に着手 

※円滑な移動を将来にわたり確保 

国土交通大臣認定申請 

 
1 期 2 期 3 期 ４期 
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第２章 本計画の実施区域 

本計画の実施区域は、赤枠で示した地域（西条、黒瀬、安芸津に係る部分）とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■新たな交通結節点 
① 久芳～造賀：市北部からの移動を集約 

② 志和：広島方面への高速バス拠点 
③ 下見～鏡山：都市拠点内の拠点 
④ 黒瀬：市南部の広域移動拠点 

 

■既存の交通結節点（鉄道駅） 

※寺家駅含む 

 

■既存の交通結節点（空港） 
 

■支線ゾーン 

・郊外から交通結節点への移動手段を確保
（路線バス（支線）やコミュニティバス、タクシ
ーの活用など） 

 

■幹線軸 
・交通結節点と交通結節点を繋ぐ幹線の維持 

 

■強化幹線軸 

・幹線の多頻度化を図る 

 

 

○新たな交通結節点の整備による幹線・支線の交
通ネットワーク形成 

○市街地循環バス 

○広島空港リムジンバス 

上位計画に示す交通施策 

図 公共交通における施策の展開 

（地域公共交通計画から抜粋） 
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新規

変更

変更

変更

変更

P6

・安芸津駅～大芝北 廃止 P6

・竹原駅～安芸津駅 廃止

・海風バス（コミュニティバス）

R4年度
（関連事項）

①広島大学内
（下見・鏡山地区）

P16

R5年度
（関連事項）

②兼広
（黒瀬地区）

P16西条駅～黒瀬方面 利便性向上

効率化

統合

西条駅～広島大学方面 利便性向上

安芸津西条線

西条竹原線

R3.4 -

安芸津地区

H29.10
【実施済】

-

掲載頁 事業計画

市街地循環線（西条市街地）

磯松線

東西線

時期
関連する

新たな交通結節点
方面・系統 実施内容

第３章 事業の実施予定期間  

本計画の実施予定期間は、平成 29年度から令和７年度までの９年間とします。 

 

表 利便増進事業スケジュール 
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事業者 事業内容 時期 系統

西条駅～広島大学～西条駅

西条駅～直行便～広島大学

西条駅～各停～広島大学

西条駅～広島大学～西条駅

西条駅～ブールバール～山中池

広大中央口～ブールバール～西条駅

西条駅～ノンストップ・ブールバール～山中池

広大中央口～ノンストップ・ブールバール～西条駅

西条駅～下見～山中池

広大中央口～下見～西条駅

西条駅～広交叉点～呉

呉～広交叉点～西条駅

西条駅～広～呉

呉～広～西条駅

呉～広・広島文化学園大学～西条駅

西条駅～広

広～西条駅

西条駅～広島国際大学・広島文化学園大学・広～呉

西条駅～広島国際大学・広交叉点～呉

呉～広・広島国際大学～西条駅

西条駅～市飯田

市飯田～西条駅

西条駅～広島国際大学

広島国際大学～西条駅朝日町～西条駅

西条駅～ノンストップ～広島国際大学

西条駅～庚～広島国際大学

広島国際大学～庚～西条駅

西条駅～東広島駅・庚～広島国際大学

広島国際大学～庚・東広島駅～西条駅

広島国際大学～東広島駅～西条駅

西条駅～乃美尾

乃美尾～西条駅

変更（実施済） 磯松線

変更（実施済） 磯松線（東広島医療センター経由）

円城寺経由 西条竹原線

西条昭和町経由 安芸津西条線

のぞみ整形外科経由 変更（実施済） H29.10 東西線

方面

芸陽バス

中国JRバス

西条駅
～竹原方面

西条駅
～黒瀬方面

西条駅
～広島大学

西条駅～呉

下見経由

ブールバール経由

西条駅～呉
（広島国際大学経由）

西条駅～広島国際大学
（庚経由）

西条駅～広島国際大学

西条駅～市飯田

西条駅～乃美尾

中国JRバス

芸陽バス西条駅～豊栄

変更
交通結節点の整備
利便性の向上

変更
交通結節点の整備
利便性の向上
効率性の向上

中国JRバス

芸陽バス

変更
（一部実施済）

R4年度

R5年度

H29.10

H29.10、
R3.4

第４章 事業の内容・実施主体 

４－１ 事業内容の全体像 

本計画に基づき実施する地域公共交通利便増進事業及び事業者一覧を下表に示します。 

 

表 地域公共交通利便増進事業及び事業者一覧【幹線軸】 
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地区 名称 系統 事業内容 時期 事業者（委託）

木谷線 変更 R3.4

小松原・大芝線 変更 R3.4

風早・大田線 - -

渋・長貫～ショージ～黒瀬支所線

渋・長貫～黒瀬支所線

八畝ヶ畑～黒瀬支所線

洋国団地～黒瀬支所線

楢原～黒瀬支所線

上条～黒瀬支所線

黒瀬 黒瀬さくらバス 中国ＪＲバス
変更
交通結節点の整備
利便性の向上

R5年度

安芸津 海風バス 芸陽バス

方面 系統 事業内容 時期 事業者

芸陽バス

中国JRバス

八本松駅～広島大学～八本松駅（八本松広島大学線） 芸陽バス

広島大学～八本松駅（八本松広島大学線） 芸陽バス

八本松循環線 中国JRバス

八本松駅～大学会館前～広大北口 中国JRバス

広大二神口～八本松 中国JRバス

安芸津地区 安芸津駅～大芝北（竹原安芸津線） 廃止 R3.4 芸陽バス

西条地区 市街地循環線（西条市街地） H29.10新設（実施済）

広大方面
変更
交通結節点の整備
利便性の向上

R4年度

表 地域公共交通利便増進事業及び事業者一覧【支線】 

 

 

 

 

 

 

※ 広島電鉄（株）の各系統については、主に近隣市町への移動に利用されており、本計画区域内で

の乗降率が低いことから、利便増進事業から除外します。なお、今後計画の変更を行う際には、

上記について再度検討を行います。 

 

表 地域公共交通利便増進事業及び事業者一覧（コミュニティバス（地域内交通）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 住民との合意形成により決定・運用される地域内交通については、原則として現状のサービス内

容を維持するものとする。ただし、利便増進実施計画が維持されると認められる場合には、地域

内交通について区間、回数、運行方法等を行うこと又は新設することが可能である。なお、変更・

新設にあたっては、地域公共交通会議での合意を得ていることを条件とする。 

※ 地域内交通 

東広島市内の交通の不便な地域における住民の生活利便性の向上を図るため、道路運送法に基づ

く一般乗合旅客自動車運送事業の形態により運行するもので、次のいずれかに該当するもの 

（1）東広島市が交通事業者等との委託契約により運行するもの 

（2）当該地域の住民団体が運行主体として交通事業者等との委託契約により運行し、それに対

し市が支援を行うもの 
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４－２ 事業内容の詳細 

本計画に基づき実施する地域公共交通利便増進事業内容の詳細を示します。 

 

1）交通結節点の整備（既存）等に伴う利便増進 

(1) 安芸津地区【系統分割：R3.4】 

項 目 内 容 

運行のねらい 

持続可能な交通体系を維持し、日常生活に必要な交通を確保するため、竹原

安芸津線（竹原駅～安芸津駅、安芸津駅～大芝北）を廃止し、海風バスによ

るフィーダーを行います。 

運行事業者 芸陽バス株式会社 

事業の種類 一般乗合旅客自動車運送事業 

運行の態様 路線定期運行 

 旧 新 

系
統
① 

系統番号 18-1 

系統廃止 
起点 竹原駅 

主な経由地 吉名 

終点 安芸津駅 

系
統
② 

系統番号 18-7 

系統廃止 
起点 安芸津港 

主な経由地 安芸津駅 

終点 西条駅前 

系
統
③ 

系統番号 18-9 

系統廃止 
起点 大芝北 

主な経由地 小松原 

終点 安芸津駅 

系
統
④ 

系統番号 18-12、18-13 

系統廃止 

起点 竹原駅 

主な経由地 
安芸津駅、東広島駅、西条駅前、西高

屋駅 

終点 近畿大学 
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近畿大学方面
芸陽バス 18-14
芸陽バス 18-11

西条駅 〇 〇 〇 〇 〇 芸陽バス
芸陽バス 18-7

中央公園前 〇 〇 〇 〇 〇 芸陽バス 18-1,18-12,18-13
芸陽バス 18-9

上市町 〇 〇 〇 〇 〇

のぞみ整形外科 〇 〇 〇 〇 〇

福祉センター前 〇 〇 〇 〇 〇

上戸 〇 〇 〇 〇 〇

フジグラン前 〇 〇 〇 〇 〇

早稲木地蔵前 〇 〇 〇 〇 〇

下三永西 〇 〇 〇 〇 〇

高岡 〇 〇 〇 〇 〇

東広島駅 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下長野 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上長野 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蚊無 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市の畑 〇 〇 〇 〇 〇 〇

向畑 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中ノ村 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三津小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

安芸津病院
〇

〇

〇

〇

〇

榊山 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

安芸津駅
〇

大芝方面 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 竹原方面
安
芸
津
港

上
木
谷

木
谷
橋

木
谷
隧
道

砂
原

湯
盛

東
浜

昭
和
町

近畿大学方面
芸陽バス 18-14
芸陽バス 18-11

西条駅 〇 〇 〇 〇 〇 芸陽バス 18-16
芸陽バス

中央公園前 〇 〇 〇 〇 〇 芸陽バス
芸陽バス

上市町 〇 〇 〇 〇 〇

のぞみ整形外科 〇 〇 〇 〇 〇

福祉センター前 〇 〇 〇 〇 〇

上戸 〇 〇 〇 〇 〇

フジグラン前 〇 〇 〇 〇 〇

早稲木地蔵前 〇 〇 〇 〇 〇

下三永西 〇 〇 〇 〇 〇

高岡 〇 〇 〇 〇 〇

東広島駅 〇 〇 〇 〇 〇 〇

下長野 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上長野 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蚊無 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市の畑 〇 〇 〇 〇 〇 〇

向畑 〇 〇 〇 〇 〇 〇

中ノ村 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三津小学校 〇 〇 〇 〇 〇 〇

安芸津病院
〇

〇

〇

〇

〇

榊山 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

安芸津駅
〇

大芝方面 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 竹原方面
木
谷
隧
道

木
谷
橋

上
木
谷

安
芸
津
港

昭
和
町

東
浜

湯
盛

砂
原

 

系
統
⑦ 

起点 

海風バス（小松原・大芝線、木谷線） 海風バス（小松原・大芝線、木谷線） 主な経由地 

終点 

車両 路線バス、コミュニティバス 路線バス、コミュニティバス 

運行日 

系統①～⑥：通年運行 

系統⑦：水・土運行 

（12/30～1/3 運休） 

系統①～⑥：通年運行 

系統⑦：週 4 運行 

（12/30～1/3 運休） 

系
統
⑤ 

系統番号 18-11 18-11 

起点 安芸津駅 安芸津駅 

主な経由地 東広島駅 東広島駅 

終点 西条駅 西条駅 

系
統
⑥ 

系統番号 

新設 

18-16 

起点 安芸津駅 

主な経由地 西条駅前、西高屋駅前 

終点 近畿大学 

事業実施前 事業実施後 
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近畿大学
西条駅前
東広島駅

芸陽バス 18-11,18-14
芸陽バス 18-1,18-12,18-13
芸陽バス 18-9 〇〇〇中ノ村
芸陽バス 18-7

海風バス小松原・大芝線（週２） 〇〇〇三津小
海風バス木谷線（週２）
海風バス風早・大田線（週２）

安芸津病院

〇
〇
〇
〇
〇
〇

わらびヶ丘集会所 〇
安芸津支所正面入口 〇〇〇〇

〇

榊山 〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇

太田 風早 東風早 安芸津駅
〇 〇

〇〇〇イズミ 郷会館
〇

金丸
〇 西之谷集会所
〇 〇
〇 〇
〇 〇 〇

中学校前 安芸津港
〇本谷西

〇〇〇 木谷地域センター 〇
市民グラウンド前

〇本谷東
風早駅口 〇〇〇

〇山中
灘山 〇〇 農産物加工センター 〇

主要停留所記載 〇塩屋
小松橋 〇〇

赤崎集会所 〇 〇二馬手東
小松原 〇〇

〇大芝東 安芸津クリーンセンター入口 〇 〇二馬手西

〇〇大芝北

近畿大学
西条駅前
東広島駅

芸陽バス 18-11,18-14,18-16
芸陽バス
芸陽バス 〇 〇 〇 中ノ村
芸陽バス

海風バス小松原・大芝線（週４） 〇 〇 〇 三津小
海風バス木谷線（週４）
海風バス風早・大田線（週２）

安芸津病院

〇

〇

〇

〇

〇

〇

わらびヶ丘集会所 〇

安芸津支所正面入口 〇 〇 〇 〇

〇

榊山 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

太田 風早 東風早 安芸津駅
〇 〇

〇 〇 〇 イズミ 郷会館
〇 〇

金丸 三畝
〇 湯盛 木谷隧道
〇 ○ ○

〇 〇

〇 〇 〇

中学校前 安芸津港 木谷地域センター 〇

〇 〇 〇 〇 本谷西
市民グラウンド前

〇 本谷東
風早駅口 〇 〇 〇

〇 山中

灘山 〇 〇 農産物加工センター 〇

〇 赤崎集会所

小松橋 〇 〇 主要停留所記載 〇 塩屋

〇 二馬手東
小松原 〇 〇

〇大芝東 安芸津クリーンセンター入口 〇 〇 二馬手西

〇 〇 大芝北

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施前 

事業実施後 
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■サービス水準の新旧比較 　〔運行系統廃止〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧 18-1 竹原駅 吉名 安芸津駅 11.3 3.5回 0.0回 0.0回

新 （系統廃止）

■サービス水準の新旧比較 　〔運行系統廃止〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧 18-7 安芸津港 安芸津駅 西条駅前 20.9 1.0回 0.0回 0.0回

新 （系統廃止）

■サービス水準の新旧比較 　〔運行系統廃止〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧 18-9 大芝北 小松原 安芸津駅 8.5 4.0回 0.0回 0.0回

新 （系統廃止）

■サービス水準の新旧比較 　〔運行系統廃止〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧 18-12 竹原駅
安芸津駅・西条駅
前・西高屋駅

近畿大学 38.4 1.0回 0.5回 0.0回

新 （系統廃止）

■サービス水準の新旧比較 　〔運行系統廃止〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧 18-13 竹原駅
安芸津港・安芸津
駅・西条駅前・西高

屋駅
近畿大学 38.6 1.0回 0.5回 0.0回

新 （系統廃止）

系統番号

区間
キロ
程

系統番号

区間
キロ
程

系統番号
区間 キロ

程

系統番号

区間
キロ
程

系統番号

区間
キロ
程

■事業実施前後のサービス水準の比較 
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近畿大学 410円 520円 890円 ※ ※

西条駅 350円 770円 ※ ※

東広島駅 600円 ※ ※

安芸津駅 ※ ※

安芸津港 ※

竹原駅

■サービス水準の新旧比較 　〔運行回数増回〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧 18-11 安芸津駅 東広島駅 西条駅前 19.5 5.0回 2.0回 3.0回

新 18-11 安芸津駅 東広島駅 西条駅前 19.5 6.0回 2.0回 3.0回

■サービス水準の新旧比較 　〔運行系統新設〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧 （系統新設）

新 18-16 安芸津駅
西条駅前・
西高屋駅

近畿大学 27.1 2.0回 1.0回 0.0回

■サービス水準の新旧比較 　〔運行回数増回〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧
コミュニティ
バス

小松原
安芸津駅・大芝・安

芸津駅
イズミ

5.0回
（週1）

5.0回
（週1）

0.0回

新
コミュニティ
バス

大芝東 金丸 安芸津駅
4.0回
（週4）

0.0回 0.0回

■サービス水準の新旧比較 　〔運行回数増回〕
平日 土曜日 日祝

起点 経由地 終点 回数計 回数計 回数計

旧
コミュニティ
バス

木谷地域
センター

赤崎・郷 金丸
4.0回
（週2）

0.0回 0.0回

新
コミュニティ
バス

木谷橋 赤崎・イズミ 安芸津駅
4.0回
（週4）

0.0回 0.0回

系統番号

区間
キロ
程

系統番号

区間
キロ
程

系統番号

区間
キロ
程

系統番号

区間
キロ
程

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業実施後の運賃 

芸陽バス 

 

 

 

海風バス 変更なし 
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第５章 東広島市における支援の内容 

1）路線バスの維持確保に対する支援 

  国・県と適切な役割分担を図りつつ、生活交通路線として必要な路線バスの運行維持等を図

るための支援を行います。 

 

2）新たな地域内交通の導入に対する支援 

  国・県と適切な役割分担を図りつつ、市内の交通の不便な地域において運行する新たな地域

内交通について支援を行います。 

 

3）IC カードシステム高度化に対する支援 

    国・県と適切な役割分担を図りつつ、本計画に示す「幹線・支線による交通ネットワークの

形成」に向けて、バス事業者が保有する ICカードシステムの高度化に対する支援を行います。 

  （１）直通乗継割引 

交通結節点での乗換利用であっても、運賃を直通と同額にして運賃負担を軽減する「直通乗

継割引」に必要な新たな運賃計算・精算機能の付与に向けて支援を行います。 

  （2）共通定期券 

複数の事業者が運行している地域でも、同一区間の定期券で並行する他事業者のバスでも乗

車できる「共通定期券」の導入に向けた精算機能の付与に向けて支援を行います。 
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第６章 事業実施に必要な資金の額・調達方法 

本計画に基づき運行する路線の事業費を以下に示します。 

 

項目 総事業費 内訳 
調達方法 

実施時期 
調達主体 （補助金等） 

1）安芸津地域 60,522 千円    

R3.4 
 

・将来の維持確保が困難な路線

の廃止・統合 

・海風バスによるフィーダー 

22,614 千円 芸陽バス 経常収益 

8,413 千円 芸陽バス 
地域内フィーダー

補助：国 

29,495 千円 東広島市 運行委託 

2）西条駅～広島大

学方面 
―    

R4 年度 

（関連事項） 
 

・サービス水準の向上 

・輸送の高質化 

― 中国JRバス 経常収益 

― 芸陽バス 経常収益 

3）西条駅～黒瀬 ―    

R5 年度 

（関連事項）  

・長大路線の系統分割 

・将来の維持確保が困難な路線

の廃止・統合 

― 中国JRバス 経常収益 

― 中国JRバス 
地域間幹線系統確

保維持補助：国 

― 中国JRバス 
地域間幹線系統確

保維持補助：広島県 

― 東広島市 補助金 

― 呉市 補助金 
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第７章 事業の効果 

本計画は、「公共交通の利便性及び効率性の双方のバランスを取ることで公共交通網の持続可能性

を向上させる」取組みであることから、「効率性」「利便性」の観点から算出を行うこととします。 

1）事業全体（全事業完了時） 

項目 事業の効果 
地域公共交通計画での

目標位置付け 

事業全体 

【効率性の向上】 

■運行経費の削減 

・将来の維持確保が困難な路線を廃止・統合することで

運行経費が 41,345 千円/年削減 持続可能な交通 

■経営資源の効果的な運用 

・長大路線の系統分割、将来の維持確保が困難な路線を

廃止・統合することで車両、運転手を他の路線へ移行 

【利便性の向上】 

■運行回数の増加 

・長大路線の系統分割、将来の維持確保が困難な路線を

廃止・統合し、西条駅～黒瀬（直通）の運行回数を

増加 

日常生活を支える交通 

■路線の分かりやすさ 

・将来の維持確保が困難な路線を廃止・統合することで

系統数を減少 

■ニーズの高い施設への公共交通でのアクセス性向上 

・地域の市民がよく利用する施設の 67％をカバー 

■拠点間の速達性向上 

・迂回経路を通る系統の廃止統合等により、西条駅～黒

瀬の速達性が向上 

■情報提供の充実 

・交通結節点等へのバスロケ等の情報提供機器を導入 

■直通乗継割引運賃・共通定期券の導入 

■乗継抵抗の改善 

・新たな交通結節点に、待合施設、バスロケ等を導入し

乗継抵抗を改善 
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2）R3.4 

項目 事業の効果 
地域公共交通計画での

目標位置付け 

安芸津地域   

 

・将来の維持確保が困

難な路線の廃止・統

合 

・海風バスによるフィ

ーダー 

【効率性の向上】 

■運行経費の削減 

・将来の維持確保が困難な路線を廃

止・統合することで運行経費が 614

千円/年削減 

持続可能な交通 

【利便性の向上】 

■路線のわかりやすさ 

・将来の維持確保が困難な路線を廃

止・統合することで系統数を減少 

日常生活を支える交通 

3）R4 年度【関連事項】 

項目 事業の効果 
地域公共交通計画での

目標位置付け 

西条駅～広島大学方面   

 

・サービス水準の向上 

・輸送の高質化に向け

た検討 

【利便性の向上】 

■サービス水準の改善 

・利用者ニーズをふまえたサービス水

準の改善に向けた検討を行う 

■拠点間の定時性・速達性向上 

・定時性・速達性向上に向けた検討を

行う。 

日常生活を支える交通 
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4）R5 年度【関連事項】 

項目 事業の効果 
地域公共交通計画での

目標位置付け 

西条駅～黒瀬   

 ・長大路線の系統分割 

・将来の維持確保が困難な

路線の廃止・統合 

【効率性の向上】 

■運行経費の削減 

・西条駅～呉の長大路線の系統

分割、将来の維持確保が困難

な路線を廃止・統合し運行経

費を削減 持続可能な交通 

■経営資源の効果的な運用 

・長大路線の系統分割、将来の

維持確保が困難な路線を廃

止・統合することで車両、運

転手を他の路線へ移行 

【利便性の向上】 

■運行回数の増加 

・長大路線の系統分割、将来の

維持確保が困難な路線を廃

止・統合し、西条駅～黒瀬（直

通）の運行回数を増加 

日常生活を支える交通 

都市の活力を促す交通 

■路線の分かりやすさ 

・将来の維持確保が困難な路線

を廃止・統合することで系統

数を減少 

■拠点間の速達性向上 

・迂回経路を通る系統の廃止統

合等により、西条駅～黒瀬の

速達性が向上 

■遅延リスクの低減 

・長大路線の系統分割により、

事故・渋滞等による遅延リス

クが低減 
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第 8 章 その他利便増進事業の運営に重大な関係を有する事項 

1） 交通結節点（新規）に伴う利便増進 

(1) 整備スケジュール 

新たな交通結節点の整備は、地域公共交通計画における「交通施策の時間軸上の展開」に基づき、

西条駅～新たな交通結節点を結ぶ幹線軸において、バス利用者が多い箇所から整備する方向で検討

します。 

 表 新たな交通結節点整備の優先順位 

候補地 役割・機能 優先順位 

①広島大学内 

（下見・鏡山地区） 

都市拠点内の拠点 

 八本松南部からの支線や広島大学の下見学生街周辺

からの移動ニーズを集約し、西条駅方面の幹線バスと

つなげる 

1 

【Ｒ4 年度】 

②兼広 

（黒瀬地区） 

市南部における広域移動の拠点 

 市南部の黒瀬地域の支線を集約し、国道 375 号を運

行する幹線バス（西条駅方面、呉方面）とつなげる 

2 

【Ｒ5 年度】 

※都市拠点、地域拠点は「東広島市都市計画マスタープラン」参照 

 

(2) 整備箇所 

① 下見・鏡山地区 

下見・鏡山地区の候補地として、「広島大学内」において、新たな交通結節点の整備を行います。 
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② 黒瀬地区 

黒瀬地区の候補地として、「兼広」に、下表の規模の新たな交通結節点の整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 実施内容 

具体的な実施内容については、交通結節点の整備とあわせて段階的に検討していきます。 

項目 事業内容 事業主体 

下見～鏡山地区（R4 年度） 広島大学内に新たな交通結

節点を整備し、利便性の向

上を図る 

中国 JR バス 

芸陽バス 
 

西条駅～広島大学 

黒瀬地区（R5 年度） 

黒瀬地区に新たな交通結節

点を整備し、西条駅～黒瀬

方面を運行する路線の利便

性・効率性の向上を図る 

中国 JR バス 

 西条駅～広島国際大学 

西条駅~広島国際大学（東広島経由） 

西条駅～広島国際大学（庚経由） 

西条駅～広島国際大学（下見経由） 

西条駅～呉方面 

黒瀬～呉方面 

 


